
 

 

こんにちは、院長の高橋淳一です。  

７月に入って本格的な夏が始まり、暑さ対策として冷房に頼る方がだいぶ増えてきた頃ですね。 し

かし、冷房に頼りすぎるのはあまり良くないようです。 

 

例えば、『冷房病（※「冷房病」は正式な病名ではありません）』と呼ばれる現代特有の症状で体調を

崩してしまう人が多くいるそうです。  

 

この冷房病とは、冷房の効いた部屋にいることで、冷え、むくみ、疲労感、肩こり、頭痛、神経痛、

腰痛、食欲不振などの不調を引き起こしてしまうものです。 なぜこのような不調を引き起こしてしま

うのかというと、これは冷房が効いた所に長時間いることに体が慣れてしまい、気温の高い場所へ行っ

てもうまく汗をかけなくなることが原因のようです。  

 

こういった不調は、自律神経の働きが不安定な幼児・高齢者や、冷房の効いたオフィスにいることの

多い方などに多く見られるそうです。 また、冷房はこれら症状以外にも病を引き起こす原因になるこ

ともあるようです。 例えば、冷房を使用して部屋が乾燥してしまうと「ウイルス性の感染症」にかか

りやすくなってしまいます。 

ですので、今の時期は暑いですが、朝夕の涼しい時間帯に散歩したり、積極的にお部屋の換気を行な

ったりしながら、出来る限り自分の体を自然の状態に置いて、規則正しい生活を送ることを心がけまし

ょう。  

まだまだ暑い夏は続きますが、努力と工夫で乗り切っていきたいですね！     院長 高橋淳一 
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